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１．大会名  VICTOR KOREA OPEN BADMINTON BWF SUPERSERIES ２０１５

２．大会期間 平成２７年９月１５日～９月２０日

３．会場   SK Handball Stadium (Olympic Gymnasium2) Seoul, Korea

４．宿泊場所 Renaissance Seoul Hotel

５．

  

６．スケジュール

９月１４ 日 ９：１５  羽田空港 ⇒ １１：３５ 金浦国際空港 １９：００～ Umpires Briefing
９月１５日 １０：００～ Q – Round５面 ／ １７：００～XD Round 32 ５面（LJ４人）

９月１６日 １０：００～ Round 32 ５面     （LJ４人）

９月１７日 １０：００～ Round 16 ４面     （LJ6人）

９月１８日 １３：００～ Quarter Finals３面   （LJ6人）

９月１９日 １２：００～  Semi Finals   ２面 （LJ10人）

９月２０日 １２：００～ Finals / Award Ceremony １面 （LJ10人）

９月２１日 １０：１０  仁川空港 ⇒ １２：５５ 羽田空港

・行きは金浦国際空港で韓国のスタッフが待っていて、リムジンバスで、１時間弱でホテルへ到着。

・ホテルからスタジアムは、シャトルバスで３０分くらい。

・今回は遅くても２１時くらいで全ての試合が終わった。

・帰りはホテル発７：００のバスで空港へ向かったがもう少し余裕を持って出ても良かった。

  

７．Umpires Briefingの内容

Refereeより

○水曜日の本戦から、１コート（TVコート）のみ、Instant Review Systemが設置される。

○１時間半前のバスに乗り、１時間前にはスタジアムに着いていること。（ﾌﾞﾘｰﾌｨﾝｸﾞは４５分前）

○スコアリングデバイスを使用。マッチ中特記事項が無ければ、サインは不要。ペンで押すな。

○ユニフォームチェックをしっかり。

○本戦１回戦から対戦相手とははっきりと違う色にする。（オレンジと赤などの類色は×）

スタッフ Referee : Jane Wheatley (AUT)
Deputy Referee : Cho Won Kyu (KOR)

国際審判員 Umpire Gilles Cavert (FRA) BWF-C
Claus Schlieben (AUT) BWF-C
Freek Cox (NED) BWF-A
Kang Sin Jun (KOR) BWF-A
Budi Santosa(INA) BAC-C
Kim Yong Sang(KOR) BAC-C
Kim Kang Hyun (KOR) BAC-C
Hyung Koo Am (KOR) BAC-C
Kang Sun Young (KOR) BAC-C
Lee Sang Bok (KOR)   BAC-C
Jeon Seok Hoon (KOR) BAC-A
Sakurai Manabu(JPN) BAC-A



準々決勝（QF）から緑色のユニフォームは認めない。

○マーチングインの際、サービスジャッジは選手とは握手せず、選手が到着次第、椅子へ。

○練習は２分以内。

○サービスジャッジは、きちんと見ているという姿勢をとること。

○笑顔で。主審は適切なterminology（用語）を使うこと。

○マーチングアウトの際、ミックスゾーンまで選手を先導する。 （勝者が先などの制約は無し）

８. 先輩方からいただいた助言

○怪しいサービスに関しては、サービスフォルトを取られた選手がその後調整、納得できるよう、早

めに取る事が大切。

→サービスフォルトはレシーバーを守るためのもの。100％フォルトじゃないと判断できないならば、

ドライブサーブに関してはフォルトを取ってあげる方が無難。ドライブサーブの横行にならないよ

うにすること。

○サービスフォルトの際、主審は、サービスジャッジのところに選手が行こうとしたらすぐに呼んで

止める。

○怪我の際、選手の元に来ることが出来るのは、ドクターとrefereeのみ。Refereeのみがその他のス

タッフを呼び入れることが出来る。

○より見た目を大切に、トスの結果はメモを取らないでなるべく頭で覚えてから、審判台に上がりス

ムーズにスコアリングデバイスに入力する。

○LADDER APPROACHについて（遅延行為についての段階的注意）

  

≪BWFアセッサーのピーターゲインとの会話から≫

○次のサーブに移るまで２５秒以内が理想。３０秒では遅い。

○ダブルスでは、1プレーヤーに注意を累積せずにサイドに対しての注意喚起としてカウントする。

○インターバルが終わっても、速やかにコートに入らない遅延行為は、一発レッドで良い。

○サーブ権を持っていない側からタオルやパウダーなどの申し出は、流れを変えたい意図がある場合

が多いので注意が必要。シャトル交換も同様。

5
"Don't delay the game"

4 "Next time yellow card"
"ﾌﾟﾚｲﾔｰ名,Play now"

3
"ﾌﾟﾚｲﾔｰ名,Play please"

2 ５の時に胸ポケットから、カードをチラつかせる。
Repeat again, "Play"

1
Repeat Score



９．Instant Review Systemについて（今回の大会の場合）

RTTOと異なった点 ・選手名→remaining→スコア→プレイ（上記  部分）

         ・challengeするラインを指し示さない

１０.派遣を終えて

YOJの翌週に韓国オープンがあったため、今年はYOJをキャンセルさせていただきました。大阪イ

ンターナショナル以来の実践だったため出発前は多少不安でした。しかし、YOJに２日間お邪魔し、

BWFアセッサーのピーターゲインと共に試合を観戦し、注意点を学ぶことが出来たことは私にとって

大きな財産となりました。

アンパイアブリーフィングはとても簡潔に行われたため、細かいところは後から確認したり、BWF
の審判も多かったので、試合に入る前に私を見ておいてもらえるようにお願いし、アドバイスしても

らったりしました。また、韓国のスタッフの方々はとても気さくで、毎晩のように食事をしながら、

楽しく過ごさせていただきました。 今回は、韓国選手が決勝戦まで３/５試合残りました。そのため

大会は、準決勝も決勝も大いに盛り上がりました。

日本の先輩方からBAC審判員は決勝に参加できるかどうかが重要というお話を聞いていたため、決

勝戦に２回SJの任務を与えられたことは驚くと共に、正直嬉しかったです。私のことを褒め、採用し

てくださった、レフェリーに感謝いたします。しかしながら、Instant Review Systemが設置してあるコ

ートで主審をする機会が一度も与えられなかったことは残念でした。

今回の派遣を通し、気づいたことは、１試合として100パーセント満足のいくマッチコントロールは

できていないという点。海外選手の名前を頭に入れておくこと、スコアのタイミング、ボタンの押し

ミス、モップのタイミング、コートサイドに導くジェスチャーなど細かいミスを上げれば切りがあり

ません。この失敗は貴重な経験となりました。また初めて、国際審判員として海外派遣で参加できた

ことに幸せを感じました。このたびの派遣に際しお世話になった方々に心から感謝を申し上げます。

今回の経験をこれからの審判活動に活かしていきたいと思います。

添付資料 審判記録

≪選手からのチャレンジ≫ スクリーン表示

→ "Correction in (out)"
→

→ "Chaｌｌenge unsuccessful"
"プレーヤー名、1(no)challenge remaining

→ ”Let" → "前のスコア Play”

≪線審がunsightの場合のチャレンジ≫

IN →

OUT →

No DECISION. → ”Let, Line Judge unsigted." → "前のスコア Play”

"(service over)"
"スコア Play"

"Let, Line judge unsighted"

"(service over)"
”スコア　play”

"プレーヤー名、challenges
Called in (out) !" OUT

IN

No DECISION.

→




